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研究成果の概要（和文）：　多数国間環境協定の一つである名古屋議定書は、海洋法、国際経済法、または国際
人権法との間で密接な相互関連性を有している。これは、同議定書が、遺伝資源の利益配分を対象とすることを
最大の理由とするが、最近の地球規模環境問題は、その問題の多様性や複雑性から必然的に既存の他分野の法制
度に影響を及ぼす傾向にある。同様のことは、気候変動条約制度（京都議定書やパリ協定）からも確認すること
ができ、国際環境法が持続可能な発展に関する法に包摂されることにより、国際法の分断化と統合にも重要なイ
ンパクトを与えると考えられる。

研究成果の概要（英文）： The Nagoya Protocol, which is one of multilateral environmental agreements,
 has close inter-linkage with other international instruments, including law of the seas, human 
rights law and international economic law, since the purpose of the protocol is the benefit sharing 
of genetic resources. The current global environmental issues tend to have a great influence upon 
the other legal regime because of its diversity and complexity. The same trends can be seen in the 
climate change regime such as the Kyoto Protocol and the Paris Agreement and it is said that they 
could provide an significant impact of a fragmentation and integration of international law.

研究分野： 国際環境法
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
国際法の分断化とそれに対応する多数国

間環境協定の現状に着目した研究代表者は、
2010 年に採択された名古屋議定書に注目し、
これまで研究素材であった京都議定書を比
較対象として、他の国際文書（条約及び非拘
束的文書）との関係性の研究に着手した。同
じく国際環境法を専門とする高村、人権法を
研究対象とする徳川および松本（小坂田）、
知的財産権に関する研究機関に所属する松
井を研究分担者として研究チームに加え、少
数人民の権利やWTO/TRIPsレジームとの調整
の必要性といった既存の国際法制度との抵
触や法の欠缺について分析を開始した。 
 
２．研究の目的 
本研究は、生物多様性条約／名古屋議定書
及び気候変動条約／京都議定書における他
の国際法分野との相互連関の現状を検討し、
国際法の分断化の現状を理論的に検証する
と共に国際法の統合又は調整の可能性につ
いて研究する共同研究である。 
 
３．研究の方法 
 本研究は、環境条約相互間（西村・高村）、
経済・貿易条約との関係（松井）、人権条約
との関係（徳川・松本（小坂田））について、
それぞれの専門分野を活かして研究を行い、
適宜、研究会を開催して、その知見や情報を
共有した。また、毎年日本と韓国(高麗大学
校)で交互にワークショップを開催し、そこ
で研究報告を行うことで、成果の精緻化を図
った。 
 
４．研究成果 
 名古屋議定書は、議定書採択当時から、第
4 条が規定しているとおり、他の国際協定及
び国際文書との関係について、いくつかの重
要な課題が指摘されており、研究メンバーは、
それぞれの専門分野を活かして研究を行っ
た結果、特に環境条約相互間では、名古屋議
定書の適用範囲に関連して、海洋法に関連し
て「国家管轄権外区域における海洋生物多様
性（BBNJ）」において現在交渉中の国際協定
との間で両者の整合性や基本となる法原則
に注目していく必要性を認識した。また経
済・貿易条約との関係では、名古屋議定書採
択後に懸案として関心が高まった「デジタル
配列情報の取扱い」について、知的財産権に
関するWTO/TRIPS協定との整合性に関する新
たな議論が展開されていることを把握した。
人権条約との関係では、名古屋議定書にも規
定されている「遺伝資源やその伝統的知識に
対する少数人民の権利」に関連して「事前の
自由なインフォームド・コンセント」（Free, 
Prior and Informed Consent : FPIC）を得
る義務が国際人権法の観点から注目されて
いる現状を確認した。 
 これらの研究成果に加え、科研採択時から
密接な研究の連携を続けている韓国の高麗

大学校およびKRIBBとのワークショップを毎
年開催し、日本および韓国における名古屋議
定書の実施状況や国内法制度の違いなどに
ついても知見を交換した。 
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for Climate Change and International Law,
（招待講演）（国際学会）､2016 年 
(39) Yukari TAKAMURA 、 Energy prices, 
climate change and geopolitics: What's 
next、The 30th Asia-Pacific Roundtable, 
organized by the Institute of Strategic 
and International Studies (ISIS) Malaysia
（招待講演）（国際学会）､2016 年 
(40) 高村ゆかり、COP21 とパリ協定の意義、
一般社団法人 未踏科学技術協会 「エコイノ
ベーションとエコビジネスに関する研究会」
主催 2016 年度第 3 回 SPEED 研究会（招待講
演）､2016 年 
(41)Yukari TAKAMURA、Global stocktake and 
Adaptation、環境省主催 Japan-India Policy 
Research Workshop（招待講演）（国際学会）､
2016 年 
(42)松井章浩、投資仲裁における知的財産、
大阪工業大学知的財産専門研究会、2016 年 
(43)Tomoaki NISHIMURA、The Prospect of 
Japan's Ratification of Nagoya Protocol、
Korea-Japan Conference on the Nagoya 
Protocol（国際学会）､2016 年 
(44)Yukari TAKAMURA、Nagoya Protocol and 
BBNJ、Korea-Japan Conference on the Nagoya 
Protocol（国際学会）､2016 年 
(45)Akihiro MATSUI、Nagoya Protocol from 
the perspective of Intellectual Property 
Law、Korea-Japan Conference on the Nagoya 
Protocol（国際学会）､2016 年 
(46)Tomoaki NISHIMURA、Entry into force of 
the Nagoya Protocol and its Challenges to 
Come、Japan-Korea Workshop on Access to 
Genetic Resources and Benefit Sharing 
Arising from their Utilization under the 
Nagoya Protocol(国際学会)、2015 年 
(47)Yuko OSAKADA、The Nagoya Protocol in 
an Indigenous Peoples' Perspective 、 
Japan-Korea Workshop on Access to Genetic 
Resources and Benefit Sharing Arising from 
their Utilization under the Nagoya 
Protocol(国際学会)、2015 年 
(48)高村ゆかり、気候変動交渉の到達点とパ
リ合意の展望、日刊工業新聞社「グリーンフ
ォーラム 21」第 4回事例研究会「温暖化交渉 
の今後」（招待講演）､2015 年 
(49)高村ゆかり、気候変動の影響リスクへの
適応と予防原則、フランス・エクス・マルセ
イユ大学国際欧州センター（CERIC）、早稲田
大学比較法研究所主催国際シンポジウム「環
境公衆衛生上のリスク処理に関する日仏比
較法研究」（招待講演）､2015 年 
(50)高村ゆかり、気候変動に対処する資金メ
カニズム－その到達点と課題：REDD plus の
観点から、森林総合研究所主催国際セミナー
「REDD プラスの資金メカニズムとその 
活用」（招待講演）､2015 年 
(51)高村ゆかり、地球温暖化交渉のゆくえ－
グローバル化した経済における温暖化対策、

神戸大学環境保全推進センター講演会（招待
講演）､2014 年 
(52)高村ゆかり、国際的な気候変動政策の動
向と気候変動研究への要請、独立行政法人海
洋研究開発機構主催気候変動リスク情報創
生プログラムシンポジウム「気候変動のリス
クを知る」パネルディスカッション（招待講 
演）､2014 年 
(53)Yukari TAKAMURA、International Regime 
on Climate Change: Its Challenges Towards 
Post-2020、“Climate Change and Energy Law: 
Implementation and Progress in Asia?”, 
organized by Tsinghua University and 
Konrad Adenauer Stiftung (KAS)（招待講演）、
2014 年 
(54)Yukari TAKAMURA、How to Enhance the 
effectiveness of International Regime on 
Climate Change: Challenges Towards 
Post-2020 、 IGES-ERI Policy Research 
Workshop ”On the road to Paris: The 
readiness of key countries for COP 21 and 
beyond”（招待講演）､2014 年 
(55)Yukari TAKAMURA 、 An overview of 
discussions and process of Intended 
Nationally Determined Contributions 
(INDCs) at UNFCCC/ADP、環境省主催、オー
ストラリア外務・貿易省、石川県共催、第 23
回地球温暖化アジア太平洋地域セミナー
（The Twenty-Third Asia-Pacific Seminar 
on Climate Change）（招待講演）､2014 年 
(56)高村ゆかり、経済のグローバル化におけ
る気候変動の国際制度の変容と貿易レジー
ム、ジェトロ・アジア経済研究所専門講座「途
上国からみた『貿易と環境』－新システム構
築に向けて－」（招待講演）2014 年 
 
〔図書〕（計 4件） 
①Neil Craik, Cameron, S.Jefferies, Sara 
L.Seck, Tim Stephens,（Tomoaki Nishimura)、
Cambridge University Press 、 Global 
Environmental Change and Innovation in 
International Law、2018、341 
②津田大介・小嶋裕一編、(高村ゆかり分担
執筆)、新曜社、原発の教科書、2017、368 
③松本（小坂田） 裕子、信山社、先住民族
と国際法－剥奪の歴史から権利の承認へ－､
2017、267 
④松井芳郎・富岡仁・坂元茂樹・薬師寺公夫・
桐山孝信・西村智朗（編）、東信堂、21 世紀
の国際法と海洋法の課題、2016、504 
 
 
〔産業財産権〕 
 
 
○出願状況（計  件） 
 
名称： 
発明者： 
権利者： 



種類： 
番号： 
出願年月日： 
国内外の別：  
 
○取得状況（計  件） 
 
名称： 
発明者： 
権利者： 
種類： 
番号： 
取得年月日： 
国内外の別：  
 
〔その他〕 
ホームページ等 
 
６．研究組織 
(1)研究代表者 
西村 智朗（NISHIMURA, Tomoaki） 
立命館大学・国際関係学部・教授 

 研究者番号：70283512 
 
(2)研究分担者 
高村 ゆかり（TAKAMURA, Yukari） 
名古屋大学・環境学研究科・教授 

 研究者番号： 70303518 
 
徳川 信治（TOKUGAWA, Shinji） 

 立命館大学・法学部・教授 
 研究者番号：60280682  
 
松本（小坂田） 裕子（MATSUMOTO, Yuko） 

 中京大学・法学部・教授 
 研究者番号：90550731  
 
松井 章浩（MATSUI, Akihiro） 

 大阪工業大学・専門職大学院知的財産研究
科・准教授 

 研究者番号：20511645 
 
(3)連携研究者 

（   ） 
 
(4)研究協力者 

（   ） 
 
 
 


